
プロジェクト _残丘　セッション #07

日本の給食の歴史は、貧困児童の対策として 19世紀末から始まった、と言われています。その後、関東大震災、
昭和恐慌、冷害、敗戦後の飢餓、度重なる水害と、災害や飢餓のたびに給食は中央・地方政府の援助を得て、
多くの児童・生徒たちの命を文字通りつないてきました。それにかかわった教師、栄養師、調理員、保護者、役人、
学者は、給食を、日本の教育や福祉を根本から変えて行く革命的な場所とさえとらえました。一方で、新たに
発見した資料によれば、ＧＨＱは人道的目的以外に暴動を防ぐための統治技法としても給食をとらえ、アメリ
カ・オレゴン州の小麦生産者は日本の厚生省と絡みつつ、小麦の市場として学校給食に目をつけます。変革の
契機と権力の欲望の交差点である給食の歴史を、明暗両面から考えていきたいと思います。 ──藤原辰史

日時〉2018／10／26（金）19:00-20:30　
場所〉新井卓写真事務所  横浜市南区高砂町1-3-4
席料〉一般1,000円/学生または20才以下500円/要予約（当日券なし）
予約〉takashiarai.com/events/booking-project_monadnock-session-07/

問合〉info@TakashiArai.com

給食の ───アメリカの贈り物の内実
講演： 藤原辰史 （京都大学人文科学研究所准教授／農業史・現代史）

藤原辰史／ふじはらたつし
1976（昭和 51）年北海道に生まれ，島根県で育つ．99 年京都大学総合人間学部卒業．2002 年京都大学人間・環境学研究科
中途退学．京都大学人文科学研究所助手，東京大学農学生命科学研究科講師を経て，13 年 4 月より，京都大学人文科学研究
所准教授 専攻・農業史・現代史。主な著作に、『ナチスのキッチン』（共和国）、『カブラの冬』（人文書院）、『稲の大東亜共栄圏』（吉
川弘文館）、『戦争と農業』（集英社インターナショナル新書）、『トラクターの世界史』（中公新書）など。

新井卓写真事務所では「プロジェクト _ 残丘」と題して、完全自主企画のレクチャー、展示、上映会、対談などをランダムに開催し、日本社会におけるマイノリティやタブー
とされてきた思想・文化について多様な視点から知り、考える場を提供しています。


